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１．適用範囲 

 iTECS法で使用する装置の定期点検方法について規定する。 

【解説】 

 アンプおよび AD変換機器等の動作およびセンサーの作動について行なう定期点検方法について規

定する。定期点検の結果，異常が確認された場合などに実施する校正試験方法については，メーカー

等の指定に従い，実施し，本規格の対象外とする。 

 

２．装置の点検方法 

 ①測定対象物は弾性波速度が 2000m/s程度の材料，および，弾性波速度が 5000m/sの材料とする。

材料の形状は円柱形状とする。 

 ②測定対象物の質量，長さを測定する。 

 ③「iTECS法規格：測定 01 多重反射による 1次共振周波数の測定方法 ３．多重反射による 1次共

振周波数の測定方法」により，長さ方向に多重反射する周波数を有効数字 3桁で測定する。 

 ④「iTECS 法規格：測定 02 弾性波の伝搬時間差の測定方法および伝搬時間差による弾性波速度の

測定方法 ３．伝搬時間差の測定方法」により，長さ方向に伝搬する弾性波の伝搬時間差を測定する。 

【解説】 

a)測定対象物について 

 iTECS法は主にコンクリート構造物を対象とした試験方法である。使用する装置は，あらゆるコン

クリートを網羅できるよう，弾性波速度があらゆるコンクリートより遅い 2000m/s程度の材料と弾性

波速度があらゆるコンクリートより速い 5000m/s程度の材料での測定により，点検をする。 

 なお，2000m/s程度の材料としてはMCナイロン棒，5000m/s程度の材料としてはアルミ棒，などが

ある。 

 

b)点検結果の取扱いについて 

 各測定対象物での測定値と基準値とを比較して，装置が正常であることを確認する。多重反射によ

る 1次周波数の測定では基準値±1%の範囲内，伝搬時間差法による伝搬時間差の測定では基準値±2%

の範囲内であれば，正常であると判断できる。 

 基準値は，校正試験の有効期限内の装置による測定結果から設定する。 

 

c)質量，長さの測定について 

 多重反射による 1次共振周波数の測定結果，および，伝搬時間差法による伝搬時間差の測定結果は

測定対象物の密度によって変化する。これから，測定は基準値を得た条件と同一条件で実施する必要

がある。質量，長さを測定し，同一条件（基準値を得た条件±1%の範囲）であることを確認する。 
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３．報告 

 報告する事項は次のとおりである。 

(a) 試験年月日，試験場所，試験者名 

(b) 測定装置の型式，製造番号 

(c) 測定対象物の名称 

(d) 測定対象物の質量，長さ 

(e) 各測定結果および基準値との比較結果 
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